
 

 

 

 
  

 早いもので、あと２週間ほどで１学期が終わります。もうすぐ夏休みです。来週から個人面談が始

まります。今回の個人面談では、学習の様子や学校生活の様子について、お伝えいたします。 

さて、個人面談のときなどに保護者の方と子どもたちについてお話をしていると、学校で見せる顔

とお家で見せる顔が少し違っているといったことを耳にすることがあります。「学校では、しっかり者

で頼りにしていると先生から聞くけれど、家では、何も手伝わないし、だらしないし……」と心配され

る保護者の方もいらっしゃるのではないでしょうか。 

でも実は、これこそが「子どもたちのあるべき姿」だと思います。 

学校という場は、子どもたちにとっては、社会の第一歩、つまり「パブリック（公）の場」です。幼い

ながらも誰に教わらなくとも、そのことはなんとなく感じ取っているものです。そして、子どもたちは、き

まりを守ったり、友達と譲り合ったりしながら、少し緊張感をもって「いい子」になろうと日々頑張って

います。だからこそ、一歩お家に入ったときには、その緊張の糸を解く必要があります。安心できる場

所だからこそ、わがままを言ったり、少しだらしなくなったりできるのです。お家でリラックスしてエネル

ギーを充電できるからこそ、子どもたちはまた学校で頑張ることができるのです。 

逆に。もし「お家ではとても聞き分けが良いのに、学校で少し気持ちが不安定になってしまって、困

った行動をとってしまう」という姿が見られるときは、子どもの心が少し疲れているサインかもしれま

せん。「いつでも 100 点満点の頑張り屋さん」でいようとするあまり、お家でも無意識に緊張し続け

てしまい、学校で心のエネルギーが切れてしまっているのかもしれません。 

「外で頑張り、お家で休む」このバランスが、子どもたちの健やかな心を育てます。 

お家で子どもたちがダラダラしている姿を見かけたときは、「今日も学校という社会で、精一杯頑

張ってきた証拠だな」と捉えていただき、どうか温かく受け止めてください。学校とご家庭とがそれぞ

れの役割を果たし、子どもたちの安心の輪を広げていけるよう、これからも共に見守っていただけた

らと思います。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 
人とのかかわりを大切にし ささえあえる子どもを育てる 

～チーム新林～ 
伝え合い 認め合い 高め合い 

 

                              藤 沢 市 立 新 林 小 学 校 
                                 ２０２６年７月２日（木） 
                                 NO.４ 校長 天野 和美  

 下校時に帰宅せず、友達のお家に行って遊んだり、

公園で遊んだりといったことが１､２年生を中心に

１学期の後半に多数ありました。「まだ帰ってこなく

て……」という保護者の方からのお電話で、学校は状

況を知り、一緒に捜索をしました。 

 お友達と遊ぶことは、楽しいことです。でも、必ず

一度お家に帰って、「行き先」「誰と」「帰る時刻」を

お家の人に告げてから遊びに行くようにご家庭でも

お話をお願いします。 

職員動静 

年 組担任の   教諭

は、６月２４日より産休に入り

ました。後任として   教諭

が着任いたしました。 

どうぞよろしくお願いいた

します。 
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２年とうもろこしの皮むき ６月 29 日(月) 
 2 年生の給食のお手伝いは、とうもろこしの皮むき。 

御所見の農家の「秋葉さん」が朝 5 時に収穫した 290

本のとうもろこしを２年生が一生懸命むきました。つぶが

白い珍しい品種で、むきながら「真珠みたいだね」とつ

ぶやいていた 2 年生もいたほど、輝いていました。おいし

く蒸し上がったとうもろこしは、甘くてとてもみずみずしか

ったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 水 FLT 図書 

2 木 水泳 3･1･5 年 脊柱側湾検診 FLT  ICT 

3 金 
３年スーパー見学 委員会活動④ 

図書 SC FLT 

4 土 校庭開放 AM 

5 日  

6 月 ★新林らんど 

7 火 
個人面談① 学校運営協議会 13:30 

★新林らんど 

8 水 個人面談② 図書 ★新林らんど 

9 木 
個人面談③ 水泳 5･1･6 年 ICT 

★新林らんど 

10 金 図書 SC  

11 土  

12 日  

13 月 ★新林らんど 

14 火 個人面談④ SC 新林らんど 

15 水 給食終了 図書 

16 木 ４年着衣泳 ICT 

17 金 １学期終業式 図書 SC 

18 土 校庭開放 AM 

19 日  

20 月 海の日 夏期休業開始（～８月 31 日） 

21 火  

22 水 

 

23 木  

24 金   

25 土 

 

26 日    

27 月   

28 火  

29 水   

30 木   

31 金  

※行事予定については、

変更になる場合があり

ますことをご了承くだ

さい。 

９月の主な予定。 
９月 1日（火） ２学期始業式 全校３時間 ﾃｽﾄﾒｰﾙ配信 

９月 ２日（水） 全校３時間    

９月 ３日（木） 全校４時間 給食開始 水泳６・２・５年 

６年修学旅行保護者説明会  

９月１０日（木） 水泳３・１・４年 

９月１７日（木） 水泳４年 

９月１８日（金） クラブ活動④ 

９月２６日（土） グランド整備・側溝清掃 

９月２９日（火） 第３回学校運営協議会 

ICT・・・ICT 支援員   FLT・・・外国語講師  

SC ・・・スクールカウンセラー（金・第 2/4 火） 

図書・・・学校図書館専門員（水・金）  



５年生八ヶ岳野外体験教室 ６月１８日(木)１９日(金) 

5 年生が「八ヶ岳野外体験教室」に行ってきました。 

○一日目の活動は､飯森山の登山。初めて登山

にチャレンジする児童も多い中みんなで励まし合

って登頂することができました。開けた頂上から見

る景色は忘れられない思い出になったようです。

途中、体調を崩して登頂できなかった児童も、ぜ

ひ、またチャレンジして欲しいです。 

夕食後は、キャンドルファイヤーをしました。八

ヶ岳の「森の神」が現れて、みんなに、｢友情の火｣

｢協力の火｣「努力の火」｢感謝の火｣を授けてもら

いました。キャンドルに火がともったあとは、各クラスが準備してきたスタンツです。クイズがあったり

ダンスがあったりと大盛り上がりでした。みんなで協力する姿はとても微笑ましかったです。これから

も友だちと協力し、感謝の気持ちをもてる素敵な大人に育っていってくれることでしょう。 

○二日目は、「ほうとう」作りを体験してきました。野菜の皮をむ

いたり切ったりしたあとは、小麦粉に少しずつ水を加えながらこ

ねて「ほうとう」作り。粘り強くこねて、一生懸命伸ばしてやっとで

きた「ほうとう」は、忘れられない味になったことでしょう。 

今回の「八ヶ岳野外体験教室」では、５年生たちの協力する

姿をたくさん見ることができました。係活動はもちろんのこと、そ

の他にもある様々な仕事（食事やお風呂、部屋の掃除など）に

も、嫌な顔一つせず進んで取り組むなど、5 年生は頼もしいと感

じました。様々な体験を通して経験を積み成長を重ね、新林小

学校を牽引していくことのできる立派な最高学年になる日が楽しみになりました。       教頭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「笑顔で協力し、思い出に火をともそう」 

（今年のスローガン） 

リーフレット 
「楽しい学校生活を送るために」 

セクシュアル・ハラスメント防止のために、藤沢市では

小学校高学年向けにリーフレットを作成し、毎年４年生に

配付しています。    

また、藤沢市教育委員会のホームページにも掲載してお

り、いつでも閲覧いただくことができますので、２次元コ

ードを読み込んでいただき、ぜひお子様と一緒に内容をご

確認ください。 

セクシュアル・ハラスメントな

ど、何か困ったことがあったとき

は、学校や相談機関に遠慮なくご相

談ください。 

夏休み中の学習会

や講演会の案内で

す。ご興味ある方

はぜひ！ 

 



 

 

 

 

 

 

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価の表記方法 以下の３観点で表記しています。 

① 知識・技能・・・「何ができるか」 

各教科において習得すべき知識や技能を身につけ、他の学習や日常生活の場面において 

「活用」できるようになっているか。 

② 思考・判断・表現・・・「どのように使うか」 

生活の中で知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力が身に付

いているか。 

③ 主体的に学習に取り組む態度・・・「粘り強さ」と「自己調整」 

粘り強く知識・技能を習得したり思考・判断・表現しようとしたりしているか。（粘り強さ） 

自ら学習の目標を持ち、学習の進め方について試行錯誤するなど、 

自らの学習を調整しながら学ぼうとしているか。（自己調整） 

評定 

 １、２年生は「できた」「もう少し」の２段階 

 ３、４、５、６年生は「よくできた」「できた」「もう少し」の３段階  とします。 

 学校としては「できた」を学習の目標としているため、特に優れている場合のみ、「よくできた」  

 といたします。 

文章での表記となるもの 

 ・特別の教科 道徳（全学年）  

道徳の授業での学習状況や成長の様子を文章で記述します。 

年間を通して特に顕著な学習状況を３学期に１回記述します。１・２学期の記載はありません。 

 ・特別活動の記録（５・６年生）  

委員会名・クラブ名を記載します。 

 ・外国語活動（３・４年生）  

取り組んだ活動内容や活動状況、学習の成果、身に付いた資質や能力を文章で記述します。 

※５・６年生の外国語は、教科として評価します。 

 ・総合的な学習の時間（３年生以上）  

取り組んだ活動内容や、活動状況、学習の成果、身についた資質や能力を文章で記述します。 

 ・学校の様子（全学年）  

学校生活全般での様子や成長の状況など、総合的に見た所見を記述します。お子さんと一緒に学

校生活を振り返ってください。改善点だけではなくお子さんのよさや成長、努力などを認め、次

の成長へつながるように話し合い、励ましていただければ思います。３学期に記述します。 

１・２学期は面談でお伝えしますので、「通知表」への記載はありません。 

ご家庭でも大切にしていただきたいこと 

 ・基礎、基本を大切にする（読む、書く、計算 等） 

 ・学習内容について「考える」ことの充実 

 ・いろいろな物事を多面的、多角的に考えること 

これからの時代を生き抜く子どもたちに必要な学力をつけるために、 

学校とご家庭で手を取り合って子どもたちを育てていければと考えています。 

「通知表」の渡し方 

・１学期はＡ３サイズ２つ折り、２学期と３学期はＡ４サイズのものをお渡しします。 

２学期と３学期のものは、１学期にお渡ししたものに挟む等して保管してください。 

・「通知表」は学期毎の「渡しきり」です（学期毎の回収はいたしません）。 

「通知表」は学校へは戻さず、ご家庭で保管してください。 

 

「通知表」は各教科の評定に加え、所見欄などを通して、学習活動の様子や学校での様子を家庭に

お知らせするもの、そして、子どもたちの努力を認め励まし、やる気を高めるものと考えております。

ご家庭でもお子さんのよりよい成長に役立てていただけますようお願いいたします。 

 

通知表(あゆみ)について 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


